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本研究では G.F.Engen により提案された 6ポート回路技術を PCB上の複素近傍電磁界測定に
応用している．6 ポート回路技術とは代替ベクトルネットワークアナライザ構成法である．本研
究では近傍電磁界測定において振幅測定に加え位相測定を行う方式として，2個のプローブ(アン




出力ポートで測定出来ると振幅比と位相差は求められる．すなわち，2 入力 4 出力の 6 ポート回
路網を利用することで，測定システムが構成できることになる．これは一種の逆問題としてモデ
ル化され，6ポート回路の構成により測定の可否が決定することが解っている．本研究では 90°
ハイブリッド素子により 6 ポート回路を製作し，検証実験を行った．実験はマイクロストリップ
線路が作る複素近傍磁界推定を行った．実験結果は良好であり，6 ポート回路を用いて回路基板
上の複素電磁界を測定することに成功した． 
 
